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  （百万円未満切捨て）

１．平成27年12月期第３四半期の連結業績（平成27年１月１日～平成27年９月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 
  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

27年12月期第３四半期 3,269 0.6 △93 － △123 － △215 － 

26年12月期第３四半期 3,250 △6.3 △96 － △111 － △110 － 
 
（注）包括利益 27年12月期第３四半期 △216 百万円 （－％）   26年12月期第３四半期 △110 百万円 （－％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

27年12月期第３四半期 △184.48 － 

26年12月期第３四半期 △94.50 － 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 

  百万円 百万円 ％ 

27年12月期第３四半期 3,620 486 13.4 

26年12月期 3,737 703 18.8 
 
（参考）自己資本 27年12月期第３四半期 486 百万円   26年12月期 703 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

26年12月期 － 0.00 － 0.00 0.00 

27年12月期 － 0.00 －    

27年12月期（予想）       － － 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

（注）27年12月期の期末配当は今後の業績見通し等を踏まえて判断することにしているため未定であります。 

 

３．平成27年12月期の連結業績予想（平成27年１月１日～平成27年12月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 4,548 4.3 △124 － △139 － △168 － △143.78 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無 

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

新規      －社  （社名）                        、除外      －社  （社名） 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無 

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無 

③  会計上の見積りの変更                        ：無 

④  修正再表示                                  ：無 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年12月期３Ｑ 1,169,424 株 26年12月期 1,169,424 株 

②  期末自己株式数 27年12月期３Ｑ 191 株 26年12月期 191 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 27年12月期３Ｑ 1,169,233 株 26年12月期３Ｑ 1,169,242 株 

 
 

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

  この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外でありますが、この四半期決算短信

の開示時点において、四半期連結財務諸表に対する四半期レビュー手続は終了しております。 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

  本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての

注意事項等については、添付資料Ｐ．２「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測

情報に関する説明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明 

 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府・日銀の経済対策及び金融対策を背景に緩やかな回復基

調が続きました。しかしながら、中国を始めとする新興国経済の減速により景気が下押しされるリスクがあるな

ど、依然として先行き不透明な状況で推移しております。

 このような経済状況のもと、当社グループは、循環型システムを創るリーディング・カンパニー・グループとし

て、既存事業の市場開拓強化や新規事業の推進強化に取り組んでまいりました。

 事業会社であるアミタ株式会社では、自社の100％リサイクルノウハウを提供する協業企業をネットワーク化す

る「アミタ地上資源製造パートナーズ」を創設し、アミタと富士運輸株式会社が連携した「アミタ地上資源製造パ

ートナーズ 富士運輸（株）再生資源工場」が新潟市に開所しました。これにより新潟を中心とする信越及び南東

北エリアにおけるリサイクル市場開拓を本格化させてまいります。

 また、宮城県南三陸町では、資源・エネルギーの地域内循環を担う拠点として計画しているバイオガス施設「南

三陸ＢＩＯ」の10月開所に向けた準備を進めてまいりました。

 以上の結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は、地上資源事業において姫路循環資源製造所の取扱量

が減少しましたが、環境コンサルティング等の受注増などにより3,269,989千円（前期比0.6％増、前期差+19,122

千円）となりました。営業損失は環境コンサルティング原価の増加がありましたが、製造原価や販売管理費の低減

効果により93,955千円（前期比－、前期差+2,295千円）、経常損失は為替変動に伴う為替差損の計上により

123,126千円（前期比－、前期差△11,606千円）、四半期純損失については前期に計上していた本社退去に伴う受

取補償金がなくなったことや減損損失の計上などにより215,701千円（前期比－、前期差△105,207千円）となりま

した。

 

 セグメント別の業績は次のとおりであります。

① 地上資源事業

 地上資源の製造やリサイクルオペレーション、「廃棄物管理ベストウェイ」や「e-廃棄物管理」等のリサイクル

関連コンサルティングなどを行うこのセグメントでは、有価物販売の増加がありましたが、姫路循環資源製造所の

取扱量減少などにより、売上高は3,160,846千円（前期比0.2％減、前期差△7,872千円）となりました。営業利益

は、製造原価や販売管理費の低減効果により12,053千円（前期比－、前期差+74,295千円）となりました。

 

② 環境ソリューション事業

 環境コンサルティングや調査・研究、FSCやMSCなどの認証関連サービスの提供を行うこのセグメントでは、コン

サルティング業務の受注が順調に推移し、売上高は111,241千円（前期比35.4％増、前期差+29,093千円）、営業損

失は、事業開発力の強化のためグループ内での人員配置を変更し人員が増加した結果106,008千円（前期比－、前

期差△71,992千円）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

 当第３四半期連結会計期間末における総資産は、流動資産は、売掛金及び受取手形の営業債権の減少や未収入金

等の回収などにより199,076千円減少しましたが、固定資産については、蒲郡リサイクルセンターの減損損失処理

を行った一方で連結子会社となった台灣阿米達股份有限公司の循環資源製造所建設工事等を開始したことにより

82,466千円増加しました。結果、前連結会計年度末に比べて116,610千円減少し、3,620,620千円となりました。

 負債につきましては、流動負債は、支払手形及び買掛金など営業債務の減少や、未払法人税及び消費税等の納付

に伴い171,317千円減少しましたが、固定負債は、長期借入金の増加により271,411千円増加しました。結果、前連

結会計年度末に比べて100,094千円増加し、3,134,281千円となりました。

 純資産につきましては、四半期純損失を計上したことにより前連結会計年度末に比べ216,704千円減少し、

486,338千円となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成27年８月４日に公表いたしました業績予想から変更はありません。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 なお、特定子会社の異動には該当しておりませんが、第１四半期連結会計期間において、台灣阿米達股份有限公

司の重要性が増したため、連結の範囲に含めております。また、第２四半期連結会計期間において、株式会社アミ

タ環境認証研究所は、当社の連結子会社であるアミタ株式会社に吸収合併されたため、連結の範囲から除外してお

ります。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年12月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 737,775 753,504 

受取手形及び売掛金 613,001 495,881 

商品及び製品 4,518 17,603 

仕掛品 64,490 52,507 

原材料及び貯蔵品 4,316 10,387 

その他 240,799 135,900 

貸倒引当金 △240 △200 

流動資産合計 1,664,661 1,465,584 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 504,770 502,028 

機械装置及び運搬具（純額） 324,235 260,657 

土地 830,187 830,187 

その他（純額） 177,406 333,590 

有形固定資産合計 1,836,599 1,926,463 

無形固定資産 67,814 57,525 

投資その他の資産 168,155 171,047 

固定資産合計 2,072,570 2,155,036 

資産合計 3,737,231 3,620,620 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年12月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 341,161 277,460 

1年内返済予定の長期借入金 542,042 563,364 

未払法人税等 29,747 7,182 

賞与引当金 22,168 23,156 

その他 664,874 557,511 

流動負債合計 1,599,993 1,428,675 

固定負債    

長期借入金 1,014,907 1,273,142 

退職給付に係る負債 213,234 233,122 

資産除去債務 103,473 104,658 

その他 102,578 94,682 

固定負債合計 1,434,194 1,705,606 

負債合計 3,034,187 3,134,281 

純資産の部    

株主資本    

資本金 474,920 474,920 

資本剰余金 244,683 244,683 

利益剰余金 △16,262 △231,962 

自己株式 △183 △183 

株主資本合計 703,157 487,457 

その他の包括利益累計額    

為替換算調整勘定 － △1,118 

退職給付に係る調整累計額 △113 － 

その他の包括利益累計額合計 △113 △1,118 

純資産合計 703,043 486,338 

負債純資産合計 3,737,231 3,620,620 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年１月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年１月１日 

 至 平成27年９月30日) 

売上高 3,250,866 3,269,989 

売上原価 2,263,667 2,307,523 

売上総利益 987,199 962,465 

販売費及び一般管理費 1,083,451 1,056,421 

営業損失（△） △96,251 △93,955 

営業外収益    

受取利息 2,272 131 

受取保険金 1,075 2,004 

保険解約返戻金 － 3,200 

その他 1,633 1,555 

営業外収益合計 4,981 6,891 

営業外費用    

支払利息 17,817 14,152 

為替差損 1,269 19,278 

その他 1,162 2,630 

営業外費用合計 20,249 36,061 

経常損失（△） △111,519 △123,126 

特別利益    

受取補償金 29,382 － 

特別利益合計 29,382 － 

特別損失    

減損損失 － 44,602 

特別損失合計 － 44,602 

税金等調整前四半期純損失（△） △82,136 △167,728 

法人税、住民税及び事業税 21,383 18,718 

法人税等調整額 6,974 29,254 

法人税等合計 28,357 47,972 

四半期純損失（△） △110,493 △215,701 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年１月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年１月１日 

 至 平成27年９月30日) 

四半期純損失（△） △110,493 △215,701 

その他の包括利益    

為替換算調整勘定 － △1,118 

退職給付に係る調整額 － 113 

その他の包括利益合計 － △1,004 

四半期包括利益 △110,493 △216,705 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △110,493 △216,705 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。 
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